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ステンレスカバー取付。

本体裏面に合わせ、スライドさせながら下へ止まるまで押し下げます。
カバー内への風雨侵入を完全に防止したい場合は、カバー周囲に外部用コーキング処理で塞ぎます。
(※建物内への風雨侵入は EVAシートが防止、保護しています。)
カバー加工面は、けがをする恐れがあります。なぞったりぶつけたりしないよう取扱いには十分ご注意下さい。

1. 金物上部に障害物がある場合に有利
　な前面スライド取付方法です。

1. 金物上部に余裕がある場合の上
　からのスライド取付方法です。

カバー「1.」と「2.」の取付方法。
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10.5M で壁部のみ開ける

柱木部をコーチ用下穴加工
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この説明書は取付工事の全体を分かりやすく簡易的に図で表したものです。
実際に取付工事を行う場合は、「SML-LMD施工説明書 / 詳細」を参照に行って下さい。
また、施工前に全ての施工手順に目を通し施工書指示に従った金物取付を行って下さい。

SML-LMD  取付 3D図説明書
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①サイクルパーツ組立。 ④取付位置の確認。 ⑤取付位置決定。②EVAシート本体貼付。 ③本体に①を組込

①制震W中心にNRゴムのシール面を貼りつける。
②EVAシートを金物本体背面に上部軸端を基準とし、左右の空が均等になるように貼りつける。
③金物本体正面から①パーツNRゴムを制震ホール内に組込む。
④補強対象柱の位置と金物取付上下左右位置を確認する。

※建物「角柱」取付は別紙詳細施工書の (2. 土台穴位置出し )を参考に位置を決定して下さい。)

⑤最終金物取付位置を決定する。

(NR ゴム )(NR ゴム )
( 制震W)( 制震W)

(EVA シート )(EVA シート )

(EVA シート )(EVA シート )

金物本体

( 金物本体 )( 金物本体 )

柱柱

土台土台

基礎基礎

CC

①

30mm以上30mm以上

90mm角材以上90mm角材以上

施工基礎厚み基準 130mm以上。
※基準以下は下穴加工に注意。
施工基礎厚み基準 100mm以上。
※基準以下は下穴加工に注意。

上部軸端
基準
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⑥モルタル壁面の場合、金物を取付位置に当てがい、最上部取付穴位置にコンクリート・ドリル 8M以内を使用し壁面のみ穴を開ける。
⑦同穴位置に木工ドリル 5.5M～ 6.0Mを使用し、深さ 80mmの下穴を開ける。
⑧金物を外し、同穴位置にコンクリートドリル 10.5Mで、コーチボルト 10M軸が通るスルー穴を壁部のみ拡張する。(※指定以上のドリル径は使用しないでください。制震効果が減退します。)
⑨コーチボルト 10M/125mm( ソケット 17M)1 本のみで、金物が真直ぐになるよう水平機などを要いて固定する。
⑩金物が左右に振れないよう押さえながら、残りの木部取付穴 4箇所をコンクリートドリル 8M以内を使用し壁部のみ穴を開ける。
⑪同穴位置 4箇所を木工ドリル 5.5M～ 6.0Mを使用し、深さ 80mmの下穴を開ける。(※カラー色ビニールテープを使い、ドリルに下穴の深さ限度の目印をする。)

⑥8.0Mコンクリート
　ドリルで壁面のみ穴
　1箇所開ける

⑦6M木工ドリ
　ル深さ 80 ㎜
　開ける

⑧壁部のみ 
　穴 10.5Mに拡張

⑨金物 1箇所のみ
　取付

⑩壁部のみ 4か所
　8.0M穴開ける

⑪木部下穴 6M
　深さ 80 ㎜開ける
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⑫金物を取外し、10.5Mコンクリートドリルで壁部のみ穴を拡張する。
⑬木部「柱」全てのコーチボルト 10M×125mmで金物を取付ける。
⑭基礎プレートを基礎面に押し当て、マジックでアンカー位置を正確に印する。
⑮基礎プレートを上部に回転させテープで固定し、12.7M用ガイド穴を 8Mコンクリートドリルで深さ 60mm開ける。
(※穴位置ずれ、基礎破壊等のリスクが考えられる為、アンカー下穴指定ドリル 12.7Mで初めから開けないで下さい。必ず、細いドリルでガイド用穴を開けてから 12.7Mを使用して下さい。)
⑯12.7Mコンクリートドリルを使い 8Mガイド穴に沿って深さ 60mmの下穴を開ける。

粘着テープ粘着テープ

⑫壁部のみ 4箇所
　穴 10.5Mに拡張

⑬全ての木部を固定 ⑭基礎アンカー位置
　マジック印

⑮8Mコンクリート
　ドリルで下穴深さ
　60 ㎜開ける

⑯12.7Mコンクリート
　ドリルで本下穴深さ
　60 ㎜開ける
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⑰アンカー下穴内の清掃。 ⑱アンカー施工。 ⑲アンカー芯棒打込み。 ⑳基礎プレート固定。

⑰ブラシとエアーを使いアンカー下穴を完全に清掃する。
⑱基礎プレートを基礎面に宛がい、アンカーを下穴奥まで完全に差し込む。
⑲大ハンマーを使い、アンカーセンター芯棒をボルト面まで確実に叩き込む。
(※叩き込みミスで、ネジ溝を傷つけないようネジ溝保護にナットを取付て作業。)
⑳ナット、袋ナットを締めつけて固定完了。
(※ナットの締付力にご注意ください。締付が必要以上に強いと引抜け出でてくる場合があります。)

ブラシブラシ
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㉑ステンレスカバー取付。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㉑本体裏面に合わせ、スライドさせながら下へ止まるまで押し下げます。
カバー内への風雨侵入を完全に防止したい場合は、カバー周囲に外部用コーキング処理で塞ぎます。
(※建物内への風雨侵入は EVAシートが防止、保護しています。)
カバー加工面は、けがをする恐れがあります。なぞったりぶつけたりしないよう取扱いには十分ご注意下さい。

※取付作業時のご注意とその他。
・取付けは、施工書記載全ての項目に従い進め行ってください。
・より確実な防水性・盗難防止を重視される場合には、壁とカバー接部の全周をコーキング処理して下さい。
・カバー表面の細かい傷が気になる場合には、スコッチ・ブラシ等で模様目に沿い磨いて下さい。
・取付箇所、方法、施工条件、取付後の環境、他、によりましては、本来の補強性能を発揮できない場合があります。
・在来木造軸組工法の「柱」1本を基礎と接合し臍抜けを防止する為の金物です。その他の目的にはご使用出来ません。
・この金物1個で柱1本の接合・補強を目的とした補強金物で、建物全体の補強、接合となる金物ではありません。
・直下型地震時に建物全体の基礎との接合力を高める為には、基礎とより多くの柱を金物で接合する必要があります。

1. 金物上部に障害物がある場合に有利
　な前面スライド取付方法です。

1. 金物上部に余裕がある場合の上
　からのスライド取付方法です。

2016/07/07

カバー「1.」と「2.」の取付方法。

NO.6



上部障害物までの必要寸法

最少基礎高さ

壁部必要高さ

土台・柱 使用金物寸法

基礎 最少高さ時の壁出寸法

最大基礎高さ

SML-LMD　取付寸法図

①　　　　　　　　　②　　　　　　　　　③　　　　　　　　　④　　　　　　　　　⑤

柱 柱壁

★耐力壁の確保を担います。

柱 柱壁柱 柱壁

SML-LMD　取付寸法図
1.必要 基礎高さ125mm～194mm以上　前後の出64mm以内 (※壁と基礎の前・後 出により金物の最高位置、木部・アンカーボルト位置が変わります。)
2.土台から柱部に使用する金物の高さ・寸法　約382mm前後 (※基礎プレートの取付位置で金物取付最高さ位置が変化します。)
3.カバー取付時に必要な金物上部余地と必要高さ   (※金物取付時の金物上部位置からの必要寸法110mm～以上)
実際に金物を取付ける際に、表記参考寸法に余裕を持たせて取付位置を決定してください。

●参考図の金物取付位置寸法は、建物、取付箇所、取付方法、取付位置、その他の条件により変化します。金物を実際に取付ける建物の
様々な条件下を優先しご確認の上、取付作業をお進め下さい。

★どんな揺れにも耐えられる家造りに貢献します。

記録
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